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会
員
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
当
電
業
協

会
の
事
業
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

昨
年
５
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
法
上
の
位
置
づ
け
が
引
き
下
げ

ら
れ
、
社
会
活
動
に
か
け
ら
れ
て
き
た

制
限
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
前
の
日
常
が
戻
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
感
じ
つ
つ
、
こ
の
数
年
間
を
省
み

て
、
新
し
い
日
常
の
模
索
も
ま
た
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
切
に
思

う
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
４
月
１
日
よ
り
「
２
０
２
４

年
問
題
」
と
し
て
巷
間
で
取
り
沙
汰
さ

れ
て
き
た
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が

建
設
業
に
も
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
に
お
い
て
も
、
定
期
的
に

行
っ
て
き
た
県
と
の
意
見
交
換
会
等
の

活
動
を
通
し
て
、
現
場
が
抱
え
る
課
題

の
吸
い
上
げ
と
最
新
の
情
報
の
共
有
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
場
の
意
見
と
し
て
特
に
よ
く
聞
か

れ
た
の
が
、
書
類
の
簡
素
化
や
移
動
・

待
機
時
間
の
削
減
と
い
っ
た
、
現
場
業

務
の
「
合
理
化
」「
効
率
化
」
を
求
め

る
声
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
は
、
業
界
全
体
で

叫
ば
れ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を

推
進
す
る
Ｄ
Ｘ
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、

鳥
取
県
下
の
公
共
工
事
に
お
い
て
も
工

事
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
遠
隔
臨
場

の
検
討
と
い
っ
た
建
設
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
資
料
作

成
や
移
動
に
か
か
る
時
間
を
削
減
し
、

労
働
時
間
を
短
縮
す
る
と
同
時
に
、
情

報
共
有
と
意
思
決
定
を
ス
ム
ー
ズ
に
し

て
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
化
と
い
う
変
革
を
進
め
る
一
方

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
今
一
度
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
合
理
化
・
効
率
化
が
進

ん
で
も
、
お
互
い
の
意
思
疎
通
の
齟
齬

に
よ
る
誤
解
や
理
解
の
不
足
が
増
え
て

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
対
面
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
む
し

ろ
増
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

昨
年
に
は
当
協
会
が
会
員
と
な
っ
て

い
る
日
本
電
設
工
業
協
会
よ
り
、
現
場

の
４
週
８
閉
所
を
原
則
と
す
る
「
働
き

方
改
革
の
推
進
申
し
入
れ
」
活
動
へ
の

協
力
要
請
が
あ
り
、
ま
た
今
年
度
よ
り

原
則
と
し
て
県
発
注
の
す
べ
て
の
営
繕

工
事
が
週
休
２
日
促
進
工
事
の
対
象
と

な
る
等
、
建
設
業
界
に
お
い
て
も
週
休

２
日
の
働
き
方
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。こ
の
流
れ
の
な
か
、

い
か
に
作
業
効
率
を
上
げ
、
生
産
性
を

維
持
・
向
上
し
て
い
く
か
、
業
界
全
体

で
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
制
度
へ
の
対
応
に

最
初
は
戸
惑
っ
た
り
苦
労
し
た
り
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
材
の
確
保
が

課
題
と
な
る
な
か
、
建
設
業
界
に
根
付

く
３
Ｋ
等
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
た
め
に
も
、
働
き
が
い
が
あ
り
、
且

つ
プ
ラ
イ
べ
ー
ト
な
時
間
も
充
実
で
き

る
労
働
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
あ
り
、
当
協
会
も
若
者
含
め

全
て
の
技
術
者
、
従
業
員
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
働
き
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

当
協
会
で
は
、
次
代
を
担
う
人
材
の

育
成
、
確
保
に
あ
た
っ
て
、
高
校
生
向

け
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
、
工
業

高
等
学
校
へ
の
社
会
人
講
師
の
派
遣
等

の
事
業
を
継
続
的
に
行
っ
て
お
り
、
職

場
体
験
を
し
た
高
校
生
が
受
入
企
業
に

就
職
す
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

　

当
協
会
の
他
の
事
業
と
し
て
は
、
冬

季
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
や
鳥

取
砂
丘
ロ
ー
ド
清
掃
活
動
な
ど
の
「
地

域
社
会
に
対
す
る
奉
仕
活
動
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
気
設
備
に
関
す

る
資
機
材
、
工
具
、
計
測
機
器
等
の
新

商
品
の
紹
介
等
、
電
設
業
界
の
あ
ら
ゆ

る
情
報
を
発
信
す
る
電
気
設
備
総
合
展

示
会
の
視
察
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
し

て
、
業
界
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
電
業
協
会
発
展
の
た

め
、
会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご

繁
栄
と
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
　
鳥
取
県
電
業
協
会

　
　
会
　
長
　
岡
　
本
　
安
　
量

ご
挨
拶
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総会の総会の
開催開催

第
十
四
回

第
十
四
回  

定
時
会
員
総
会

定
時
会
員
総
会

　

一
般
社
団
法
人
日
本
電
設
工
業
協
会
が

主
催
す
る
令
和
五
年
度
会
員
大
会
を
関
西

支
部
が
担
当
し
、
令
和
五
年
十
月
十
二
日

（
木
）
に
大
阪
府
大
阪
市
の
帝
国
ホ
テ
ル

大
阪
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
約
五
〇
〇
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
一
般
社
団
法
人
日
本
電
設
工
業

協
会
山
口
博
会
長
か
ら
、「
現
下
の
最
重

要
課
題
で
あ
る
来
年
４
月
か
ら
の
『
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
適
用
』
に
対
し
衆
知

を
集
め
、
何
と
し
て
で
も
乗
り
切
っ
て
い

く
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、「
働
き
方
改
革
」

を
機
に
、
よ
り
よ
い
経
営
環
境
、
業
務
環

境
、
魅
力
あ
る
働
き
の
場
を
目
指
し
、
事

業
関
係
者
と
の
協
調
と
同
時
に
主
張
す
べ

き
は
主
張
し
て
「
私
ど
も
の
立
場
の
向
上

に
も
ご
努
力
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
考
え
を

示
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
国
土
交
通
省
近

畿
地
方
整
備
局
長
の
見
坂
氏
、
大
阪
府
副

知
事
の
森
岡
氏
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
生
産
性
向
上
で
働
き
方
改

革
の
推
進
！
」
を
テ
ー
マ
に
安
全
委
員
会

生
産
性
向
上
新
技
術
検
討
Ｗ
Ｇ
主
査
（
㈱

関
電
工
特
任
理
事
戦
略
技
術
開
発
本
部
）

の
牧
野
氏
か
ら
、「
入
職
促
進
活
動
と
業

界
の
課
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪

電
業
協
会
労
務
・
安
全
委
員
会
人
材
部
会

長
（
㈱
キ
ン
コ
ー
代
表
取
締
役
社
長
）
の

岩
本
氏
か
ら
、
ま
た
「
中
小
部
会
事
業
活

動
に
つ
い
て
～
７
年
間
の
軌
跡
と
夢
～
」

を
テ
ー
マ
に
大
阪
電
業
協
会
経
営
委
員
会

中
小
部
会
の
橋
本
、
堀
田
、
原
、
渡
部
、

中
山
各
委
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
基
調
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
大
会
決
議
と
し
て
運
営
委
員
長

土
屋
氏
か
ら
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
示
さ
れ
、
ま

た
そ
の
取
組
み
内
容
に
つ
い
て
専
務
理
事

藤
原
氏
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
会
員
大
会
を
終
了
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
千
宗
室
氏
（
茶
道
裏
千

家
家
元
）
か
ら
「
茶
の
湯
の
話
」
と
題
し

て
記
念
講
演
が
あ
っ
た
。

大
会
決
議

　

本
年
度
の
会
員
大
会
決
議
と
し
て

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
令
和
６
年
４
月
に
迫
っ
た

「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
適
用
」
へ
の

的
確
な
取
組
み
を
！
」
が
示
さ
れ
た
。

［
そ
の
取
組
み
内
容
］

一　

�

業
務
の
合
理
化
・
効
率
化
・
生
産
性

向
上
に
よ
り
就
労
時
間
を
削
減
し
よ

う

二　

�「
４
週
８
閉
所
」
の
実
現
に
向
け
努

力
し
よ
う

三　

�

電
設
工
事
業
の
将
来
を
見
据
え
、
希

望
に
満
ち
た
業
務
環
境
を
創
ろ
う

一般社団法人日本電設工業協会一般社団法人日本電設工業協会
会員大会会員大会

　

鳥
取
県
電
業
協
会
の
第
十
四
回
定
時
会
員

総
会
が
令
和
五
年
五
月
三
十
日
（
火
）
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
開
催
さ
れ
た
。

　

正
会
員
総
数
六
十
二
会
員
の
内
六
〇
会
員

（
委
任
状
及
び
議
決
権
行
使
も
含
む
）
が
出

席
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
岡
本
安
量
会
長
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
２
類
か
ら
５
類
に
変
わ

り
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
規
制
緩
和
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
緩
和
さ
れ
て
危
機
感
が
な
く
な
っ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ゼ
ロ
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
や
は
り
普
段

の
自
己
管
理
、
会
社
の
環
境
管
理
を
し
っ
か

り
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
が
規
制
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年

度
は
事
業
の
ほ
う
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
色
々
な
課
題
が

山
積
み
に
な
っ
て
お
り
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
、建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
協
会
員
の
皆
様
に
十
分
な
情
報
発

信
を
し
て
、
ど
こ
の
企
業
も
遅
れ
を
と

ら
な
い
よ
う
に
、
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
か
ら

も
意
見
や
情
報
を
返
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
協
会
の
運
営
が
う
ま
く
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
挨

拶
し
た
。

　

こ
の
後
、
岡
本
会
長
を
議
長
に
選
出

し
て
議
事
に
入
り
、
令
和
四
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
の
全
議
案
を
原
案
通

り
可
決
し
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

主
な
事
業
計
画
は
、
積
算
業
務
の
基

礎
知
識
と
実
務
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い

て
の
技
術
研
修
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、

実
業
高
校
へ
の
実
習
指
導
、
行
政
機
関

と
の
意
見
交
換
会
な
ど
。

定時会員総会
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例
年
実
施
し
て
い
る
技
術
研
修
で
、
前
期
は
、
電
気
設
備
工
事
に
お
け
る
各
種
設
備
工

事
費
の
積
算
業
務
の
基
礎
知
識
と
実
務
上
の
要
点
に
つ
い
て
習
得
を
行
っ
た
。
後
期
は
鳥

取
県
が
策
定
し
た
「
鳥
取
県
県
有
施
設
中
長
期
保
全
計
画
」
の
全
体
計
画
の
概
要
と
計
画

の
改
定
に
つ
い
て
習
得
を
行
っ
た
。

　

両
研
修
会
と
も
多
く
の
会
員
の
参
加
が
あ
り
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

技
術
研
修
会
の
開
催

技
術
研
修
会
の
開
催

  

前
期
研
修
会

　

積
算
業
務
の
基
礎
知
識
と

�

実
務
の
ポ
イ
ン
ト

日　

時　

令
和
５
年
８
月
10
日
（
木
）

場　

所　

鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

�

　

大
研
修
室

講　

師　

�

株
式
会
社��

中
電
工��

技
術
本
部　

技
術
セ
ン
タ
ー
課
長
（
技
術
開

発
担
当
）�

樋
口　

達
也　

氏

参
加
者　

81
名

  

後
期
研
修
会

　

�

鳥
取
県
県
有
施
設
中
長
期
保
全
計
画

日　

時　

令
和
５
年
10
月
23
日
（
月
）

場　

所　

鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

�

　

大
研
修
室

講　

師　
�

鳥
取
県
総
務
部
営
繕
課

　
　
　
　
�

参
事　

山
下　

哲
也　

氏

参
加
者　

64
名

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

東
部
支
部 

　

日
時　

令
和
５
年
12
月
13
日
（
水
）

　

場
所　

�

郡
家
東
小
学
校
長
寿
命
化
改
修

（
電
気
設
備
）
工
事　

現
場

　
　
　
　

施
工
会
社　

㈱
と
り
で
ん

中
部
支
部 

　

日
時　

令
和
５
年
10
月
６
日
（
金
）

　

場
所　

�

本
庁
舎
非
常
用
発
電
機
改
修
工

事　

現
場

　
　
　
　

�

施
工
会
社　

山
﨑
・
岸
田
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

西
部
支
部 

　

日
時　

令
和
６
年
３
月
15
日
（
金
）

　

場
所　

�

境
漁
港
高
度
衛
生
管
理
型
市
場

整
備
事
業
７
号
上
屋
増
築
ほ
か

工
事
（
電
気
設
備
）�

現
場

　
　
　
　

�

施
工
会
社　

栄
和
電
気
工
事
㈲

郡家東小学校長寿命化改修本庁舎非常用発電機改修境漁港市場整備事業７号上屋増築ほか

県営住宅

▲

河北団地
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引
さ
れ
た
書
類
の
電

子
保
存
が
義
務
化
さ

れ
た
の
に
伴
い
、
講

師
が
提
案
で
き
る
自

社
の
製
品
を
利
用
し

た
電
子
帳
簿
の
保
存

方
法
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
た
。
ま
た
改
正

電
帳
法
に
従
っ
た
電

子
取
引
デ
ー
タ
保
存

及
び
ス
キ
ャ
ナ
ー
保

存
の
た
め
に
自
社
製

品
を
利
用
し
た
便
利
な
仕
事
術
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。

　

日　

時　

令
和
５
年
８
月
29
日
（
火
）

　

場　

所　

�

鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館　

�

大
研
修
室

　

テ
ー
マ　

�

電
子
帳
簿
保
存
法
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　

・�

今
度
こ
そ
絶
対
に
わ
か
る『
電

子
帳
簿
保
存
法
』
改
正
に
つ

い
て

　
　
　
　
　

・�
電
帳
法
電
子
取
引
デ
ー
タ
保

存
と
ス
キ
ャ
ナ
ー
保
存
の
便

利
な
仕
事
術

　

講　

師　

�

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱�

オ
フ
ィ

ス
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
事
業
セ
ン

タ
ー　

Ｃ
Ｘ
推
進
室　

�

室
長　

馬
場　

裕
一
郎　

氏

　

参
加
者　

１
１
９
名
（
内
電
業
協
会
53
名
）

三　

経
営
分
野

研
修
概
要　

　

10
月
１
日
か
ら
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開

始
さ
れ
る
の
に
伴
い
、

制
度
の
概
要
、
イ
ン

ボ
イ
ス
の
記
載
事
項
、

売
手
・
買
手
の
留
意

点
、
税
額
計
算
の
方

法
等
の
基
本
に
つ
い

て
の
説
明
、
及
び
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
と
な
る
場
合
の
各

手
続
、
関
係
書
類
の
記
載
方
法
、
具
体
的
な
実

務
対
応
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

次
に
、
令
和
５
年
の
税
制
改
正
と
し
て
消
費

税
関
係
の
負
担
軽
減
措
置
や
見
直
し
、
資
産
関

係
の
見
直
し
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
さ
れ

た
。

　

日　

時　

�

令
和
５
年
９
月
28
日
（
木
）

　

場　

所　

�

鳥
取
県
立
倉
吉
未
来
中
心　

�

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
３

　

テ
ー
マ　

�

令
和
５
年
10
月
か
ら
始
ま
る
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度

　
　
　
　
　

�

令
和
５
年
度
税
制
改
正

　

講　

師　

�

岸
本
信
一
税
理
士
事
務
所　

�

所
長　

岸
本　

信
一　

氏

　

参
加
者　

１
１
０
名
（
内
電
業
協
会
46
名
）

四　

技
術
分
野

研
修
概
要　

　

労
働
安
全
衛
生
法
の
最
近
の
法
令
改
正
と
し

て
、
足
場
の
組
み
立
て
な
ど
の
作
業
の
墜
落
防

止
措
置
を
充
実
さ
せ
た

こ
と
、
足
場
組
立
て
作

業
に
特
別
教
育
が
必
要

に
な
っ
た
こ
と
、
足
場

組
立
後
は
注
文
者
も
点

検
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
、
足
場
の
作
業
床
に

関
す
る
墜
落
防
止
措
置

を
充
実
さ
せ
た
こ
と
等

に
つ
い
て
具
体
的
に
説

明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
墜
落
制
止
用

器
具
と
し
て
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
義
務
化
に
よ
る
法

令
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

次
に
ア
ス
ベ
ス
ト
関
係
法
令
、
ア
ー
ク
溶
接

関
係
法
令
の
改
正
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

日　

時　

令
和
５
年
11
月
20
日
（
月
）

　

場　

所　
�

鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館　

大
研
修
室

　

テ
ー
マ　

�「
労
働
安
全
衛
生
法
」
最
近
の

法
令
改
正

　

講　

師　

�
鳥
取
県
労
働
基
準
協
会
非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
株
式
会
社　

樹　

代
表
取
締
役　

�

吉
森　

英
樹　

氏

　

参
加
者　

１
５
１
名
（
内
電
業
協
会
65
名
）

　

県
の
発
注
工
事
に
対
し
専
門
工
事
業
団
体

か
ら
要
望
意
見
書
等
を
提
出
し
、
意
見
交
換

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

日　

時　

令
和
５
年
11
月
９
日
（
木
）

　

場　

所　

県
庁　

議
会
棟　

３
階　

　
　
　
　
　

第
12
会
議
室

　

出
席
者　

�

県
土
整
備
部
県
土
総
務
課
、
技

術
企
画
課　

４
名

　
　
　
　
　

総
務
部
営
繕
課　

５
名

　

協
議
会　

�

電
業
協
会
、
管
工
事
業
協
会
、

造
園
建
設
業
協
会　

11
名

意
見
交
換
会
項
目

専
門
工
事
業
団
体
か
ら
の
議
題

　

⑴
と
っ
と
り
建
設
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

　

・
担
い
手
の
確
保
と
育
成

　

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

　

・
先
端
技
術
に
よ
る
管
理
効
率
化

　

⑵
交
通
誘
導
員
の
確
保
に
つ
い
て

　

そ
の
他
の
議
題

　

・�

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の
取
組
み
に
つ

い
て

　

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

　

鳥
取
県
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
者
の
格

付
に
お
け
る
主
観
点
数
の
加
点
の
対
象
と
な

る
令
和
５
年
の
加
点
予
定
研
修
が
左
記
の
と

お
り
実
施
さ
れ
た
。

一　

人
権
・
同
和
問
題
分
野

研
修
概
要　

　

障
が
い
の
あ
る

人
は
機
能
障
が
い

が
あ
る
こ
と
だ
け

で
社
会
で
の
生
き

づ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
わ
け
で
は
な

く
、
社
会
の
仕
組

み
や
人
々
の
無
理

解
や
配
慮
不
足
等

の
社
会
と
人
と
の

関
わ
り
か
ら
生
き

づ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
。

　

県
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
を
知
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
障
が
い
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
し
て
正
し
く
理
解
し
、
障
が
い
者
へ
の
手

助
け
や
配
慮
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
皆

が
お
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

　

日　

時　

令
和
５
年
７
月
12
日
（
水
）

　

場　

所　

�

鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館

　
　
　
　
　

大
研
修
室

　

テ
ー
マ　

�

ま
ず
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
障
が
い
の
こ
と

　
　
　
　
　

―
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
―

　

講　

師　

�

鳥
取
市
人
権
推
進
局
人
権
推
進
課

　
　
　
　
　

人
権
教
育
推
進
員

�

　

田
中　

秀
幸　

氏

　

参
加
者　

１
１
７
名
（
内
電
業
協
会
49
名
）

二　

技
術
分
野

研
修
概
要　
　

　

電
子
帳
簿
保
存
法
の
改
正
に
よ
り
電
子
取

鳥
取
県
専
門
工
事
業
団
体
連
絡
協
議
会
の
事
業

加
点
予
定
研
修
会
の
開
催

県
と
の
意
見
交
換
会
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１　

社
会
人
講
師
派
遣

◇
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校

　

日　

時　

令
和
５
年
７
月
３
日
（
月
）

　

場　

所　

�

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校　

電
気
工
事
実
習
室
、
計
測
実

習
室

　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

31
名

　

講　

義　

�

第
２
種
電
気
工
事
士
試
験
の

技
能
指
導

講　

師　
　

中
部
支
部
会
員
９
名

◇
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校

　

日　

時　

令
和
５
年
10
月
23
日
（
月
）

　

場　

所　
�

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校　

電
気
科　

製
図
室

　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

28
名

　

講　

義　

住
宅
電
気
設
備
の
設
計
概
論

　
　
　
　
　

�

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ッ
ト
、
配
線

図
作
成
、
分
岐
回
路
の
考
え

方
等
の
実
習
指
導

講　

師　
　

中
部
支
部
会
員　

９
名

人

材

育

成

事

業

◇
県
立
境
港
総
合
技
術
高
等
学
校

　

日　

時　

令
和
５
年
11
月
21
日
（
火
）

　

場　

所　

境
港
総
合
技
術
高
等
学
校

　
　
　
　
　

実
習
室

　

生　

徒　

電
気
電
子
科　

２
年
生　

30
名

　

講　

師　

西
部
支
部
会
員　

８
名

《�

社
会
人
講
師
派
遣
に
対
す
る
生
徒
の
感
想
》

○�

県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校
（
講
義
名
：

住
宅
電
気
設
備
の
設
計
概
論　
他
）

　
私
は
本
日
初
め
て
実
際
の
家
の
製
図
設
計

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
初
め
て
で
し
た
の
で

最
初
は
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
電
業

協
会
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
作

業
が
で
き
ま
し
た
。
１
階
の
配
線
は
見
本
が

あ
り
自
分
で
す
る
こ
と
も
で
き
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ど
う
や
っ
た
ら
書
き
や
す
く
な

る
の
か
な
ど
を
聞
き
、
と
て
も
早
く
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
階
の
配
線
で
は一

か
ら
自
分
の
理
想
の
配
線
を
組
ま
な
く
て
は

い
け
な
く
て
、
は
じ
め
は
何
も
わ
か
ら
ず
頭

が
真
っ
白
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
電
業
協
会

の
皆
さ
ん
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
と
て
も
丁
寧
に

教
え
て
く
だ
さ
り
、
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
も
将
来
、
電
業
協
会
の
み
な
さ

ん
の
よ
う
に
、
電
気
に
か
か
わ
る
仕
事
に
就

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
そ
の
夢

に
近
づ
く
た
め
の
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
難

し
か
っ
た
で
す
が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

本
日
は
忙
し
い
中
ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
県
立
米
子
工
業
高
等
学
校

　

日　

時　

令
和
５
年
12
月
15
日
（
金
）

　

場　

所　

米
子
工
業
高
等
学
校　

会
議
室

　

生　

徒　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
科　

２
年
生

　
　
　
　
　

37
名

　

講　

師　

西
部
支
部
会
員　

７
名

２　

生
徒
の
企
業
現
場
体
験
学
習

◇
県
立
鳥
取
工
業
高
等
学
校

　

日　

時　

�

令
和
５
年
８
月
上
旬
か
ら

　
　
　
　
　

９
月
上
旬
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◇
県
立
境
港
総
合
技
術
高
等
学
校

　

日　

時　

�

令
和
５
年
７
月
５
日
（
水
）

か
ら
７
日
（
金
）
の
３
日
間

　

生　

徒　

電
気
電
子
科　

２
年
生　

12
名

　

受　

入　

西
部
支
部
会
員　

６
会
員

《�

現
場
体
験
学
習
に
対
す
る
生
徒
の
感
想
》

○
県
立
鳥
取
工
業
高
等
学
校

・�

私
は
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

し
て
、
電
気
工
事
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
の
学
校
の
授
業

で
は
触
れ
る
こ
と
の
な
い
工
具
を
実
際
に

使
っ
た
り
、
初
日
か
ら
普
段
な
ら
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
改
修
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
最
中
の
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
な
か
に
は
電
気
器
具
が
取
り
外
し
て

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
配
線
が
さ
れ
て
い
た

の
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

�　
実
際
に
現
場
を
視
察
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
電
気
工
事
と

少
し
違
っ
て
い
た
の
は
、
あ
お
や
サ
イ
エ
ン

ス
第
２
工
場
で
し
た
。
中
を
見
さ
せ
て
も

ら
っ
た
と
き
に
、
複
数
の
配
線
が
繋
が
っ
て

い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
絶
縁
抵
抗
を
測
る
作
業
を
、
学

校
で
は
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

現
場
で
は
重
要
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
中
で
の
作
業
の

時
に
は
、
普
段
の
授
業
で
は
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
な
説
明
を
し
て
も
ら
っ
た

り
、
電
柱
か
ら
通
っ
て
い
る
配
線
の
入
り

切
り
を
す
る
Ａ
Ｓ
を
使
う
こ
と
が
で
き
た

の
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

実
際
に
模
擬
作
業
を
体
験
で
き
た
の
も
貴

重
な
機
会
で
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
穴
を
あ
け
る
機
械
を
使
用
し
た
時
に

は
、
電
気
の
配
線
だ
け
が
仕
事
じ
ゃ
な
い

と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

�　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん
だ
事

を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
の
な
か
で
い
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
忙
し
い

中
、
私
た
ち
に
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《�

現
場
体
験
学
習
に
対
す
る
生
徒
の
感
想
》

○
県
立
境
総
合
技
術
高
等
学
校

・�

先
日
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
大
変
お

世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
三
日
間
の
実
習
を
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
職
場
の
皆
様
が
温

か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
お
陰
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　
私
は
皆
様
を
見
て
い
て
仕
事
に
誇
り
を

持
っ
て
働
か
れ
て
い
る
姿
が
と
て
も
か
っ

こ
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
体
験
中
作

業
で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
一
か
ら
優
し

く
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
皆
様
と
お
話
を
し
て
い
て
、「
就

職
後
の
資
格
取
得
は
難
し
い
」
と
金
言
を

い
た
だ
き
、
私
は
高
校
生
の
間
に
で
き
る

限
り
多
く
の
資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
努

◇
県
立
米
子
工
業
高
等
学
校

　

日　

時　

�

令
和
５
年
10
月
24
日
（
火
）

か
ら
26
日
（
木
）
の
３
日
間

　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

19
名
、

　
　
　
　
　

�

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
科　

２
年

生　

６
名　

計
25
名

　

受　

入　

西
部
支
部
会
員　

12
会
員

《�

現
場
体
験
学
習
に
対
す
る
生
徒
の
感
想
》

○
県
立
米
子
工
業
高
等
学
校

・�

こ
の
た
び
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、

普
段
は
で
き
な
い
よ
う
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

�　
三
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
普

段
は
で
き
な
い
よ
う
な
装
柱
の
作
業
で
配

管
や
、
パ
イ
プ
を
切
っ
た
り
、
支
線
の
撤

◇
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校

　

日　

時　

�

令
和
５
年
７
月
５
日
（
水
）

か
ら
６
日
（
木
）
の
２
日
間

　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

18
名

　

受　

入　

中
部
支
部
会
員　

９
会
員

　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

４
名

　

受　

入　

東
部
支
部
会
員　

２
会
員

力
す
る
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

　

�　
今
後
、
今
回
の
実
習
で
の
経
験
を
勉
強

に
も
活
か
し
、
一
生
懸
命
頑
張
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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３　

電
気
を
通
し
て
福
祉
を

�

考
え
る
会

◇
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校

　

日　

時　

令
和
５
年
12
月
５
日
（
火
）

　

場　

所　

倉
吉
市
社
地
区（
区
内
６
戸
）

　

生　

徒　

電
気
科　

３
年
生　

36
名

　

内　

容　

器
具
の
点
検
、球
替
え
、清
掃

　
立
会
指
導　

�

中
部
支
部
会
員
９
名
、教
員

６
名
、地
区
内
民
生
委
員
６
名

《�

福
祉
を
考
え
る
会�

生
徒
の
感
想
》

○
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校

・�

高
齢
者
の
方
の
お
宅
に
伺
っ
た
際
に
、
高

齢
者
の
方
が
う
れ
し
そ
う
に
し
て
い
て
や

り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
お
家
を
き
れ
い

４　

鳥
工
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

◇
県
立
鳥
取
工
業
高
等
学
校

　

日　

時　

�

令
和
５
年
５
月
上
旬
か
ら
７

月
中
旬

　

生　

徒　

電
気
科　

３
年
生　

４
名

　

受　

入　

東
部
支
部
会
員　

２
会
員

《�

鳥
工
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム�

生
徒
の
感

想
》

○
県
立
鳥
取
工
業
高
等
学
校

・�

本
日
の
課
題
研
修
で
は
学
校
で
も
し
た
こ

と
の
な
い
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
実
際
の
製
図
を

学
習
し
た
。
ず
っ
と
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
ラ
イ
ト

や
コ
ン
セ
ン
ト
を
配
置
し
た
後
に
配
線
を

す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

　

�　
実
際
の
企
業
の
方
に
直
接
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
業
務
内
容
を
体
験
す
る
事
は
新

鮮
で
と
て
も
面
白
か
っ
た
。
次
も
頑
張
り

た
い
。

去
な
ど
を
学
び
、
一
見
簡
単
に
思
え
る
作

業
で
も
と
て
も
難
し
い
作
業
で
し
た
。

　
�　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
作
業
の
中
か
ら
安

全
面
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
紐
を
外
し
て
し
ま
っ
た
際
注
意
を
受

け
、
現
場
作
業
は
一
瞬
で
も
気
が
抜
け
な

い
作
業
だ
と
よ
り
思
え
ま
し
た
。
そ
し

て
現
場
の
雰
囲
気
や
緊
張
感
も
体
験
で

き
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

�　

こ
の
よ
う
な
経
験
を
ふ
ま
え
て
学
校

の
実
習
な
ど
で
も
安
全
面
の
確
認
や
確

保
を
し
て
い
き
、
就
職
活
動
や
普
段
の

生
活
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

三
日
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

に
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ほ
こ

り
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
大
変
で
し
た
。

庭
の
木
の
伐
採
の
と
き
に
、
電
業
協
会
の

か
た
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
の
時
代
、
高

齢
者
の
方
が
多
い
中
で
、
お
ひ
と
り
で
困
っ

て
い
る
方
が
お
ら
れ
た
ら
、
こ
の
度
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
に
助
け
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
電
球
な
ど
を
換

え
終
え
た
と
き
に
い
た
だ
い
た
、
あ
り
が

と
う
と
い
う
言
葉
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
１
日
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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県
の
営
繕
工
事
（
電
気
設
備
）
に
対
し

て
要
望
意
見
等
を
提
出
し
、
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日　
　

時　

令
和
５
年
11
月
９
日
（
木
）

�

13
時
30
分�

～

場　
　

所　

鳥
取
県
庁　

議
会
棟
３
階

　
　
　
　
　

第
12
会
議
室

出
席
者　

県　

営
繕
課　

８
名

　
　
　
　
　

電
業
協
会　
　

８
名

意
見
交
換
会
項
目

協
会
か
ら
の
議
題

・�

工
事
設
計
書
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

公
表
に
つ
い
て

・�

工
事
中
盤
で
の
資
材
価
格
の
変
更
に
お

け
る
対
応
に
つ
い
て

・�
総
合
評
価
落
札
方
式（
営
繕
関
係
工
事
）

に
つ
い
て

・�

そ
の
他（
工
事
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
）

県
営
繕
課
か
ら
の
質
問
、
情
報
提
供
に
つ

い
て

・
等
級
別
の
工
事
量
に
つ
い
て

　

県
の
営
繕
工
事
に
対
し
て
要
望
意
見
等

を
提
出
し
、
県
と
電
業
協
会
の
工
事
担
当

者
同
士
の
意
見
交
換
会
（
第
４
回
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

日　
　

時　

令
和
５
年
10
月
30
日
（
月
）

�

13
時
30
分�
～

場　
　

所　

�

鳥
取
県
庁　

議
会
棟
３
階

　
　
　
　
　

第
12
会
議
室

出
席
者　

県　

営
繕
課　
　

７
名

　
　
　
　
　

�　
　

本
庁
・
出
先
機
関

　
　
　
　
　
　
　

営
繕
担
当　

６
名

　
　
　
　
　

電
業
協
会　
　
　

６
名

意
見
交
換
会
項
目

協
会
か
ら
の
議
題

・
指
示
書
、
変
更
書
類
等
に
つ
い
て

・
提
出
書
類
の
決
裁
に
つ
い
て

・
定
例
会
議
に
つ
い
て

・
遠
隔
臨
場
の
導
入
に
つ
い
て

・
電
線
管
の
付
属
品
に
つ
い
て

・
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

２２  

県
営
繕
課
と
の
電
業
協
会
意
見
交
換
会

県
営
繕
課
と
の
電
業
協
会
意
見
交
換
会

１１  
県
と
電
業
協
会
の
工
事
担
当
者
の
意
見
交
換
会

県
と
電
業
協
会
の
工
事
担
当
者
の
意
見
交
換
会

・
ケ
ー
ブ
ル
の
納
期
に
つ
い
て

・�

地
域
の
建
物
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
育

成
支
援
事
業
に
つ
い
て
（
概
要
）

協
会
か
ら
の
情
報
提
供
、
質
問
に
つ
い
て

・�「
働
き
方
改
革
の
推
進
申
入
れ
」
活
動

の
お
願
い
に
つ
い
て

・
週
休
２
日
工
事
に
つ
い
て

県
か
ら
の
議
題

・
国
、
市
町
村
工
事
に
つ
い
て

・�

働
き
方
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

　

県
と
の
意
見
交
換
会
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ボランティア活動の実績ボランティア活動の実績

設置場所　鳥取市瓦町ロータリー中央植栽帯部分
設置期間　令和５年11月27日から
　　　　　令和６年１月15日まで
点灯期間　令和５年11月27日から
　　　　　令和６年１月３日まで
点灯時間　期間中毎日　16時から22時まで

設置場所　米子市文化ホール前広場
　　　　　米子市公会堂前広場
　　　　　米子コンベンションセンター
設置期間　令和５年11月19日から
　　　　　令和６年４月25日まで
　　　　　（ただし、米子市文化ホール前広場設置分は撤去しない）
点灯期間　令和５年12月８日から
　　　　　令和６年１月31日まで
　　　　　（米子市文化ホール）
　　　　　令和５年12月８日から
　　　　　令和６年１月31日まで
　　　　　（米子コンベンションセンター）
　　　　　令和５年12月８日から
　　　　　令和６年１月21日まで
　　　　　（米子市公会堂）
点灯時間　期間中毎日　17時から22時まで

東部支部

西部支部

イルミネーションの設置

米子公会堂

鳥取市瓦町　ロータリー

鳥取砂丘こどもの国前の市道のゴミ拾い、除草、
道路側溝の清掃を行った。
日　時　　令和５年６月７日（水）
　　　　　令和５年10月４日（水）
対　象　　鳥取砂丘こどもの国前の市道
参加者　　東部支部会員

鳥取砂丘ロード清掃活動
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表
彰
物
件
紹
介

鳥取県知事　表彰鳥取県知事　表彰
【工 事 名】
青谷かみじち史跡公園展示ガイダ
ンス施設ほか新築工事（電気設備
工事）
【工事場所】
鳥取市青谷町吉川ほか
【施工会社】
山口電業株式会社

鳥取県知事　表彰鳥取県知事　表彰
【工 事 名】
境漁港高度衛生管理型市場整備事
業２号上屋新築工事（電気設備）
【工事場所】
境港市昭和町
【施工会社】
岡田電工・
美保テクノス特定建設工事共同企
業体

米子市長　表彰米子市長　表彰
【工 事 名】
本庁舎空調設備増設電気設備工事
【工事場所】
米子市加茂町一丁目１番地
【施工会社】
有限会社新生電気工事
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　第33回親睦ゴルフ大会が令和５年10月５日（木）大山
ゴルフクラブにおいて、正会員、賛助会員33名の参加で
開催されました。
　今年は田淵明彦氏（㈱中電工鳥取統括支社）が優勝さ
れました。
　善戦奮闘の結果は、次表のとおりです。

順位 氏　名 OUT IN GROSS HDCP NET GROSS
順位

1 田淵　明彦 46 49 95 21.6 73.4 5
2 金山　福雄 42 49 91 16.8 74.2 2
3 祖母谷広治 56 52 108 32.4 75.6 13
4 森下　　操 55 53 108 32.4 75.6 13
5 道前　正志 52 48 100 24.0 76.0 6
6 片山　良孝 41 51 92 15.6 76.4 3
7 後藤　真也 60 46 106 28.8 77.2 12
8 竹歳　公彦 53   59 112 34.8 77.2 15
9 寺迫　　隆 51 50 101 22.8 78.2 7
10 笹尾　隆治 51 50  101 22.8 78.2 7
11 山本　　淳 52 61 113 34.8 78.2 17
12 岡本　安量 41 47 88 9.6 78.4 1
13 大塚　将司 48 45 93 14.4 78.6 4
14 妹尾　健一 52 53 105 26.4 78.6 10
15 宮野　　優 49 54 103 22.8 80.2 9
16 三島　守登 56 56 112 31.2 80.8 15
17 清水　早人 51 54 105 24.0 81.0 10
18 角　　正夫 59 56 115  33.6 81.4 18
19 中村　吉男 60 58 118 36.0 82.0 19
20 寺地　修治 59 59 118 36.0 82.0 19
21 足立　裕樹 64 55 119 36.0 83.0 21
22 佐々木直人 64 55 119 36.0 83.0 21
23 小笹　誠司 61 60 121 36.0 85.0 23
24 佐々木泰造 67 58 125 36.0 89.0. 24
25 山下　誉議 61 64 125 36.0 89.0 24
26 橋本　光人 63 63 126 36.0 90.0 26
27 濵田　　修 56 73 129 36.0 93.0 27
28 朝倉　真一 62 68 130 36.0 94.0 28
29 関目　宏貴 71 60 131 36.0 95.0 29
30 杉山　広義 65 68 133 36.0 97.0 30
31 大江　一美 70 66 136 36. 0 100.0 31
32 斉木　健之 74 66 140 36.0 104.0 32

親睦ゴルフ大会開催

電設工業展視察研修電設工業展視察研修
内　容 　 　日本電設工業協会主催

の第71回電設工業展が５
月24日から26日の三日間
に渡りインテックス大阪
で開催されました。

　　　　　  　当協会の会員による視
察研修を24日、25日の二
日間の日程で行い、30名
の参加がありました。

日　程 　�５月24日（水）　
　　　　　 電設工業展の視察
　　　　　  ５月25日（木）　
　　　　　  京セラファインセラミッ

ク館、伏見稲荷大社の見
学　

電設工業展

京セラファインセラミック館
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１　
東 
部 
支 

部

（
１
）
月
例
協
議
会
の
開
催

　

月
例
会　

12
回
開
催

（
２
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

日　

時　

令
和
５
年
12
月
13
日
（
水
）

　

現　

場　

�

郡
家
東
小
学
校
長
寿
命
化
改

修（
電
気
設
備
）工
事　

現
場

　

施
工
会
社　

㈱
と
り
で
ん

　

参
加
会
員　

11
会
員

（
３�

）
行
政
官
庁
へ
の
会
員
名
簿
の
配
布

及
び
分
離
発
注
の
要
請

　

会
員
名
簿
の
配
布
及
び
分
離
発
注
の
要
請

　

日　

時　

令
和
５
年
８
月
７
日
（
月
）

　

配
布
先　

�

鳥
取
市
、
八
頭
町
、
若
桜
町
、

智
頭
町
、
岩
美
町

　

要
請
者　

電
業
協
会　

２
名

（
４�

）
地
元
実
業
高
校
生
徒
へ
の
実
習
指
導

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

　

ア　

鳥
工
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

　
　

日　

時　

�

令
和
５
年
５
月
上
旬
か
ら

７
月
中
旬

　
　

生　

徒　

電
気
科　

３
年
生　

４
名

　
　

受　

入　

２
会
員

　

イ�　

鳥
取
工
業
高
等
学
校
生
徒
の
企
業

現
場
体
験
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

　
　

日　

時　
�

令
和
５
年
８
月
上
旬
か
ら

９
月
上
旬

　
　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

４
名

　
　

受　

入　

２
会
員

（
５
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進　

　

ア　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

　
　

日　

時　

�

令
和
５
年
11
月
27
日
か
ら

令
和
６
年
１
月
15
日
ま
で

　
　

点
灯
期
間　

�

11
月
27
日
か
ら
１
月
３

日
ま
で

　
　

点
灯
時
間　

�

期
間
中
毎
日
16
時
か
ら

22
時
ま
で

　
　

場　

所　

�

瓦
町　

ロ
ー
タ
リ
ー
中
央

植
樹
帯
部
分

　

イ�　

�

ア
ダ
プ
ト
制
度
活
動

各
支
部
活
動
記
録

　
　
　
（
砂
丘
ロ
ー
ド
清
掃
）

　
　

ア
日　

時　

令
和
５
年
６
月
７
日（
水
）

　
　
　

場　

所　

�

鳥
取
砂
丘
こ
ど
も
の
国

前
の
市
道

　
　
　

内　

容　

�

市
道
沿
線
の
ゴ
ミ
拾
い
、

除
草
、
側
溝
の
清
掃

　
　
　

参
加
者　

34
会
員
（
43
名
）

　
　

イ
日　

時　

�

令
和
５
年
10
月
４
日（
水
）

　
　
　

場　

所　

�

鳥
取
砂
丘
こ
ど
も
の
国

前
の
市
道

　
　
　

内　

容　

�

市
道
沿
線
の
ゴ
ミ
拾
い
、

除
草
、
側
溝
の
清
掃

　
　
　

参
加
者　

30
会
員
（
37
名
）

（
６
）
企
業
内
人
権
問
題
合
同
研
修
会
の
開
催

　

日　

時　

�

令
和
６
年
１
月
31
日
ま
で
に

実
施

　

場　

所　

�

各
事
業
所
に
て
講
義
資
料
、
講

義
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
自
主
開
催

　

テ
ー
マ　

�

職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て

　

参
加
者　

30
会
員

（
７
）�

行
政
機
関
等
と
の
意
見
交
換
会
等
の
開
催

　

ア　

鳥
取
市
と
の
意
見
交
換
会

　
　

日　

時　

令
和
５
年
10
月
16
日（
月
）

　
　

場　

所　
�

鳥
取
市
庁
舎　

４
階　

会

議
室

　
　

出
席
者　

�
鳥
取
市　

７
名
（
検
査
契

約
課
長　

他
、
財
産
経
営

課
長
、
建
築
住
宅
課
長
、

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

課
長
補
佐　

他
）

　
　
　
　
　
　

�

電
業
協
会　

５
名（
会
長
、

東
部
支
部
長
、
副
支
部
長　

他
）

　

イ　

�

鳥
取
市
と
の
意
見
交
換
会
（
管
工

事
業
協
会
と
の
合
同
、
鳥
取
市
長

宛
に
要
望
書
提
出
）

　
　

日　

時　

令
和
６
年
２
月
19
日（
月
）

　
　

場　

所　

�

鳥
取
市
庁
舎　

４
階　

会

議
室

　
　

出
席
者　

�

鳥
取
市　

10
名
（
総
務
部

長
、
検
査
契
約
課
長
、
財

産
経
営
課
長
、
資
産
活
用

推
進
課
長
、
建
築
住
宅
課

長
、
幼
児
保
育
課
長
、
教

育
総
務
課
次
長　

他
）

　
　
　
　
　
　

�

管
工
事
業
協
会　

４
名

（
会
長
、
東
部
副
支
部
長
、

理
事　

他
）

　
　
　
　
　
　

�

電
業
協
会　

４
名（
会
長
、

東
部
支
部
長
、
副
支
部
長　

他
）
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２　
中 

部 

支 

部

（
１
）
月
例
協
議
会
の
開
催

　

月
例
会　

12
回
開
催

（
２
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

日　

時　

令
和
５
年
10
月
６
日
（
金
）

　

現　

場　

�

本
庁
舎
非
常
用
発
電
機
改
修

工
事

　
　
　
　
　

�

施
工
会
社　

山
﨑
・
岸
田
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

参
加
会
員　

８
会
員

（
３�

）
行
政
官
庁
へ
の
会
員
名
簿
の
配
布

及
び
分
離
発
注
の
要
請

　

ア�　

会
員
名
簿
の
配
布
及
び
分
離
発
注
の
要
請

　
　

日　

時　

令
和
５
年
７
月
５
日（
水
）

　
　

配
布
先　

�

北
栄
町
長
並
び
に
町
議
会
議
長

　

イ�　

会
員
名
簿
の
配
布
及
び
分
離
発
注
の
要
請

　
　

日　

時　

令
和
５
年
７
月
６
日（
木
）

　
　

配
布
先　

�

三
朝
町
、
琴
浦
町
各
町
長

並
び
に
町
議
会
議
長

　

ウ�　

会
員
名
簿
の
配
布
及
び
分
離
発
注
の
要
請

　
　

日　

時　

令
和
５
年
７
月
10
日（
月
）

　
　

配
布
先　
倉
吉
市
長
並
び
に
市
議
会
議
長

　

エ�　

会
員
名
簿
の
配
布
及
び
分
離
発
注
の
要
請

　
　

日　

時　

令
和
５
年
７
月
11
日（
火
）

　
　

配
布
先　

湯
梨
浜
町
長
並
び
に
町
議
会

（
４�

）
地
元
実
業
高
校
生
徒
へ
の
実
習
指
導

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

　

ア�　

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校
へ
の
社

会
人
講
師
派
遣

　
　

日　

時　

令
和
５
年
７
月
３
日（
月
）

　
　

場　

所　

�

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校　

電
気
科　

電
気
工
事
実
習

室
、
計
測
実
習
室

　
　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

31
名

　
　

講　

義　

�

第
２
種
電
気
工
事
士
試
験

の
技
能
指
導

　
　

講　

師　

会
員
９
名

　

イ�　

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校
生
徒
の
企

業
現
場
体
験
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

　
　

日　

時　
�

令
和
５
年
７
月
５
日
（
水
）

か
ら
６
日
（
木
）
の
２
日
間

　
　
　
　
　
　

�

大
雨
に
よ
る
交
通
機
関
運

休
に
よ
り
３
日
間
の
予
定

を
２
日
間
に
変
更

　
　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

18
名

　
　

受　

入　

９
会
員

　

ウ�　

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校
へ
の
社

会
人
講
師
派
遣

　
　

日　

時　

令
和
５
年
10
月
23
日（
月
）

　
　

場　

所　

�

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校　

電
気
科　

製
図
室

　
　

生　

徒　

電
気
科　

２
年
生　

28
名

　
　

講　

義　

�

住
宅
電
気
設
備
の
設
計
概
論

　
　
　
　
　
　

�

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ッ
ト
、
配

線
図
作
成
、
分
岐
回
路
の

考
え
方
等
の
実
習
指
導

　
　

講　

師　

会
員
９
名

　

エ�　

電
気
を
通
し
て
福
祉
を
考
え
る
会

（
倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校
）

　
　

日　

時　

�

令
和
５
年
12
月
５
日（
火
）

　
　

場　

所　

�

倉
吉
市　

社
地
区
（
区
内

６
戸
）

　
　

生　

徒　

電
気
科　

３
年
生　

36
名

　
　

内　

容　

�

器
具
の
点
検
、
球
替
え
、

清
掃

　
　

立
会
指
導　

�

会
員
９
名
、
電
気
科
担

当
教
員
６
名
、
地
区
内

民
生
委
員
６
名

（
５
）
行
政
機
関
等
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
中
止

３　
西 

部 

支 

部

（
１
）
月
例
協
議
会
の
開
催

　

月�

例�

会　

12
回
開
催

（
２
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

日　

時　

令
和
６
年
３
月
15
日
（
金
）　

　

現　

場　

�

境
漁
港
高
度
衛
生
管
理
型
市

場
整
備
事
業
７
号
上
屋
増

築
ほ
か
工
事
（
電
気
設
備
）　

現
場

　

施
工
会
社　

栄
和
電
気
工
事
㈲

　

参
加
会
員　

８
会
員

（
３�

）
行
政
官
庁
へ
の
会
員
名
簿
の
配
布

及
び
分
離
発
注
の
要
請

　

会
員
名
簿
の
配
布
及
び
分
離
発
注
の
要
請

　
　

日　

時　

令
和
５
年
９
月
21
日（
木
）

　
　

配
布
先　

�

西
部
総
合
事
務
所
及
び
日

野
振
興
セ
ン
タ
ー
、
企
業

局
西
部
事
務
所
、
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
、
米
子

市
、
南
部
町
、
日
野
町
、

江
府
町
、
伯
耆
町
、
大
山

町
、
日
吉
津
村
、
米
子
市

水
道
局
、
境
港
市
、
境
港

管
理
組
合
、
米
子
市
教
育

委
員
会

　
　

配
布
者　

西
部
支
部
役
員　

５
名
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（
４�

）
地
元
実
業
高
校
生
徒
へ
の
実
習
指
導

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

　

ア�　

境
港
総
合
技
術
高
等
学
校
生
徒
への
企

業
現
場
体
験
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

　
　

日　

時　
�

令
和
５
年
７
月
５
日
（
水
）

か
ら
７
日
（
金
）
の
３
日
間

　
　

生　

徒　

�

電
気
電
子
科　

２
年
生　

12
名

　
　

受　

入　

６
会
員

　

イ�　

米
子
工
業
高
等
学
校
生
徒
への
企
業

現
場
体
験
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

　
　

日　

時　

�

令
和
５
年
10
月
24
日
（
火
）

か
ら
26
日
（
木
）
の
３
日
間

　
　

生　

徒　

�

電
気
科　

２
年
生　

19

名
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
科　

２
年
生　

６
名　

計
25
名

　
　

受　

入　

12
会
員

　

ウ�　

境
港
総
合
技
術
高
等
学
校
生
徒
へ

の
社
会
人
講
師
派
遣

　
　

日　

時　

令
和
５
年
11
月
21
日（
火
）

　
　

場　

所　

�

境
港
総
合
技
術
高
等
学
校　

実
習
室

　
　

生　

徒　

�

電
気
電
子
科　

２
年
生　

30
名

　
　

講　

師　

８
名

　

エ�　

米
子
工
業
高
等
学
校
生
徒
へ
の
社

会
人
講
師
派
遣

　
　

日　

時　

令
和
５
年
12
月
15
日（
金
）

　
　

場　

所　

�

米
子
工
業
高
等
学
校　

会

議
室

　
　

生　

徒　

�

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
科　

　
　
　
　
　
　

２
年
生　

37
名

　
　

講　

師　

７
名

（
５
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

　
　

日　

時　

�

令
和
５
年
11
月
19
日
か
ら

令
和
６
年
４
月
25
日
ま
で

　
　
　
　
　
　

�（
た
だ
し
、
米
子
市
文
化

ホ
ー
ル
前
広
場
設
置
分
は

撤
去
し
な
い
）

　
　

点
灯
期
間　

�

12
月
８
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で
（
米
子
市
文
化

ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　

�
12
月
８
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で
（
米
子
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

�

12
月
８
日
か
ら
１
月
21

日
ま
で
（
米
子
市
公
会

堂
）

　
　

点
灯
時
間　

�

期
間
中
毎
日
17
時
か
ら

22
時
ま
で

　
　

場　

所　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
前
広
場

　
　
　
　
　
　

米
子
市
公
会
堂
前
広
場

　
　
　
　
　
　

�

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

（
６
）
行
政
機
関
等
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

　

ア　

�

中
国
四
国
防
衛
局
と
の
入
札
の
積

算
等
に
関
す
る
意
見
交
換
会

　
　

日　

時　

令
和
５
年
６
月
22
日（
木
）

　
　

場　

所　

米
子
食
品
会
館

　
　

出
席
者　

�

中
国
四
国
防
衛
局　

設
備

課
長
、
課
長
補
佐

　
　

協
会
会
員　

６
名

　

イ　

�

米
子
市
と
の
意
見
交
換
会
（
管
工

事
業
協
会
と
の
合
同
）

　
　

日　

時　

令
和
５
年
11
月
１
日（
水
）

　
　

場　

所　

米
子
市
役
所

　
　

出
席
者　

�

米
子
市
総
務
部
営
繕
課

長
、
同
課
設
備
担
当
課
長

補
佐
、
契
約
検
査
課
長
、

　
　
　
　
　
　

�

同
課
契
約
担
当
課
長
補

佐
、
都
市
整
備
部
都
市
整

備
課
公
園
街
路
担
当
課
長

補
佐
、
各
団
体
役
員
（
う

ち
電
業
協
会
会
員
４
名
）

（
７�

）米
子
工
業
高
等
学
校　

学
校
運
営
協

議
会
へ
の
参
加

　
　

日　

時　

�

令
和
５
年
11
月
２
日（
木
）

令
和
６
年
１
月
30
日（
火
）
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電 業 協 会 だ よ り令和６年５月 　第　33　号（16）

工 事 名 　�県庁本庁舎照明器具ＬＥＤ化工事（二
工区）

規　　模 　本庁舎（Ｂ１階、ピット階、２階、６階、
７階、Ｒ１階～３階）会議棟（Ｂ１階、２階）の照明
器具（計１，３４２台）をＬＥＤ照明器具に更新
施工会社 　山口電業株式会社

工 事 名 　�鳥取市立湖東中学校長寿命化改良（電気
１）工事

規　　模 　受変電設備改造、幹線 • 動力設備、電
灯設備、コンセント設備、空調電源設備、構内交
換 • 情報表示 • 誘導支援設備、音響 • 拡声設備、
TV共同受信設備、自動火災報知設備
施工会社 　北陽電業有限会社

工 事 名 　�栽培漁業センター高圧受変電設備更新
工事

規　　模 　高圧受変電設備の撤去、新設
　　　　　　高圧発電設備の撤去、新設
　　　　　　切替えに伴う高圧電源設備の設置
施工会社 　�エナテクス・吉備総合電設特定建設工

事共同企業体

工 事 名 　�境漁港高度衛生管理型市場整備事業カニ
籠上屋増築ほか工事(電気設備)

規　　模 　Ｓ造　１階建て　2,058.12㎡
　内容：�照明器具新設（４４台）　監視カメラ増設（３台）

分電盤取替及び新設（５面）　消火栓釦移設（３
式）セーフティゲート設置に伴う埋設配管、配
線、外灯設置　他

施工会社 　�岡田電工株式会社

工 事 名 　��県営住宅和田団地第四期住戸改善工事
（53－３棟）（電気設備）

規　　模 　RC造　４階　1,489.62㎡
　内容：�電灯、動力、テレビ共同受信、火災報知等設備の

改修、既存電気設備の撤去
施工会社 　北村電気工業株式会社

工 事 名 　�弓浜コミュニティー広場第一多目的広
場照明設備設置工事

規　　模 　�多目的広場（競技場）のナイター照明設
備の設置

　LED投光器（1kWメタルハライドランプ器具相当）
×８台×８カ所（コンクリート柱に取付）
施工会社 　�株式会社�ホクシン

施 工 物 件 紹 介
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